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????? ? ? 寄書
獣迎
　　　　　　　　　　　天　文　と　書　樂
　　　　　　　　　　　東　京　　才甲　旧　勇　雄
　一寸見ると意味のない標題のやうだが坦々さうではない・と云はれSぱ誰
でも先づ思ひ出すのは天王星を室見したハ1シェルSir　Wiliiam　Herschel
（1738］822）であらう・彼は1“一イツに生れ・初め手脚を以て身を：sil二て・1757年
イギリスに渡ってからもすつと音樂のi教授をして飯を食ってみたさうだ・天
文學に志したのは專ら父の感化によるらしく，誠に鮮かな不向ぶりである・
　イタリ1のガリレイ　Galile〈）Galilei（1564　1642）の場含は之と反封で父
が呼野家で，鯛歯自身も言樂の勃ミあったさうである・
　叉純粋の天文學者とば云へないかも知れぬがアィンスタィンAlbert　Einsteiu
（1879　）は小さい時分から大の音階フアンで，バイオリンもやればピアノも
弾くし，就中古典音図が好きだと写ふ．尤もプランクMax　Plallek（18δ8　）
などは音詩家にならうとさへした．
　音樂家と天：文型，の則係もなかなかお・安くはない．1893年に彗星を拝見した
米國の素人天文家・・ルグムAlfl’ed　R・rdame（1862　19？）　Ciノルウエ1の生
れであるが，20蔵の時渡米してソルト・レ1クに佐み交響樂の演奏に携ってみ
たが，或日液奏i會の遷り偶然肉拝1乏で隻見したのが有名なロルダム彗星である．
樂聖ぺ1トオヴェンBeel：hQven（1770　1b’27）の残後彼の杢部の手。己，古籍
及び家具頬が競責に付せられたカ：，国力ll癸の書物以外に何を淑んで居たか
を調べるのは興味ある事である．画白いことには彼の胡国を出でないこの種
類の本の中で天文に開するものが＝1二つある．即ちカン1・のし．切物！弾及びぺ龍
論「N・Ltul・geschicl・te　und　Th・erie　des　l　limmels及びボ1デの。星室の知識入
門ゴAnlei亡ullg　zur　l｛enntnis　gestirn亡ell　Himmelsである．
　標題に天器をとり入れた菅樂はあまり例が無いやうだ・L’PlaucLiといふ題
の組曲があるさうだが筆者未た旧く機倉を持たない．
　こsで思ひlllすのだが紀元前400年頃の人フィロラオスPhilolaosのnt界覗
あでる。彼はコペルニクスに先立つこと實に国乱年，麟に地動論を唱へた先
斗者である，！皮によればすべての天艦は宇宙の中心1こある1．中央火「のまはり
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を各自の天球に附いたま」廻博してみる．各天球はその蓬動によって音を獲
し，そのし中央火から■の距離やその速度が，各調和的な数回係に從って次第せ
られ，合して一つの調和した樂晋を奏する．けれども我々の耳は周よりこの
晋樂を聴くことが出山ないのであると．この説は勿論軍なる臆測にすぎなV・
が極く最近になってJ・B・ペンニストン氏は波動溌より導いたボiデ法則に
類似の法則を獲回して曰くL昔の波動スペクトル線の配置，結晶の配列等の類
似現象の毅學的虚理は，惑星のみならす衛星にも同様の距離法則を興へる．「
と．これで圃らすもブイT・ラオス君干載の後に思はぬ川己を得たわけである・
　まだ星座祠1話とか疏註な所を漁ればいくらもあるだらうが脱線しないうち
に止める．（終）
　交響管絃樂　“Plallet”（遊星）つにいて：⊥一四所氏が四九に因めるL礫に
ついて書かれてみるのを曝者は非常に興味を持ってtんだ導でしたが，文申
L惑星「について寸〔三せられてるますので，面白いと思って少し蛇足を付けて
おきます．
　この曲は現在芙図劉｛の逸材G．T，　H・］stの．作で1915～］6fi’：一に｝£｝・かれたも
のであって，下の七つの音詩から成る大管絃樂で紐曲になってゐます．
　1．火星・・一…一・…戦争q）神（Mars，　the　Bringer。f　XV　tu・．）
　2．金星一……・一雫和の紳　（Vellus，　the　Bringer（）f　l，eace・）
　3・水星一・・’・…・一・哩のある使憩（McrCuly，　the　Wingcd　Mcssc11呂crゆ
　4L木星一・・……・一愉樂α）淋（Jupltcr，　thc　Bringer　of∫・llity・）
　5．土星…・・一・一・老年の紳（Satum，　tllc　Br三ngcr⊂⊃f　Old　A．ge・）
　6・天王星…■■■一一・…魔　IJILi　師　（Ulanus，　thc　Magician．）
　7，海王星…・一一…一・乖中　　秘（N・pt・ne，　the　M＞・tic・〉
　ホルストがしこれらσ）曲はPlanetに回して傳はる二三の聯想から着想され
た革，のであって，二ってL遊2Liのわ、題のゴ樂ではなく，3（．　Ti　1マ軸舌に因ん
だもσ）でぜ，なVいと云って」一る如く，祠廠娠宇宙や二二の音樂ではなく，檬
々な感情の支配力を描いたもので，欧州大戦申に受けた張い感銘を表現した
章，のだと云はれてるる．目下し火星「だけが輸入されてるるが筆者も實は早く
聴きたく思ってみる，今日の作曲なれば當然プル1トが冥11笥の王として追加
されるであらうに，一一一或る二二よb＿＿　　　　　　　　　　（T．T．庄）
